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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年7月16日(2020.7.16)

【公表番号】特表2019-526528(P2019-526528A)
【公表日】令和1年9月19日(2019.9.19)
【年通号数】公開・登録公報2019-038
【出願番号】特願2018-563618(P2018-563618)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   16/30     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   16/46     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｅ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｕ
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/13     　　　　
   Ｃ１２Ｐ   21/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年6月5日(2020.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）重鎖ＣＤＲ１、ＣＤＲ２およびＣＤＲ３配列を含み、前記重鎖ＣＤＲ１配列がＧ
ＦＴＦＳＮＨＤＬＮ（配列番号１２）であり、前記重鎖ＣＤＲ２配列がＹＩＳＳＡＳＧＬ
ＩＳＹＡＤＡＶＲＧ（配列番号１４）であり、前記重鎖ＣＤＲ３配列がＤＰＡＹＴＧＬＹ
ＡＬＤＦ（配列番号２６）またはＤＰＰＹＳＧＬＹＡＬＤＦ（配列番号１６）である、重
鎖可変領域、ならびに
　（ｉｉ）軽鎖ＣＤＲ１、ＣＤＲ２およびＣＤＲ３配列を含み、前記軽鎖ＣＤＲ１配列が
ＴＬＳＳＥＬＳＷＹＴＩＶ（配列番号２５）であり、前記軽鎖ＣＤＲ２配列がＬＫＳＤＧ
ＳＨＳＫＧＤ（配列番号２１）であり、前記軽鎖ＣＤＲ３配列がＣＧＡＧＹＴＬＡＧＱＹ
ＧＷＶ（配列番号２３）である、軽鎖可変領域
を含む、抗ＴＮＦＲＳＦ２５抗体またはその抗原結合フラグメント。
【請求項２】
　式（ＦＷ１）－（ＣＤＲ１）－（ＦＷ２）－（ＣＤＲ２）－（ＦＷ３）－（ＣＤＲ３）
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－（ＦＷ４）の、ＣＤＲ間に並置された可変領域フレームワーク（ＦＷ）配列を更に含み
、前記重鎖可変領域の前記可変領域ＦＷ配列が重鎖可変領域ＦＷ配列であり、前記軽鎖可
変領域の前記可変領域ＦＷ配列が軽鎖可変領域ＦＷ配列である、請求項１に記載の抗体ま
たは抗原結合フラグメント。
【請求項３】
　前記可変領域ＦＷ配列がヒトである、請求項２に記載の抗体または抗原結合フラグメン
ト。
【請求項４】
　ヒト重鎖および軽鎖定常領域を更に含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の抗体ま
たは抗原結合フラグメント。
【請求項５】
　前記定常領域が、ヒトＩｇＧ１、ＩｇＧ２、ＩｇＧ３およびＩｇＧ４からなる群から選
択される、請求項４に記載の抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項６】
　前記定常領域がＩｇＧ１である、請求項５に記載の抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項７】
　前記定常領域がＩｇＧ４である、請求項４に記載の抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項８】
　対象の腫瘍細胞のアポトーシスが、約０．１ｍｇ／ｋｇ～約５０ｍｇ／ｋｇの用量で抗
体または抗原結合フラグメントを対象に投与した後に増加する、請求項１～７のいずれか
一項に記載の抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項９】
　薬学的に許容される担体、および請求項１～８のいずれか一項に記載の抗体または抗原
結合フラグメントを含む医薬組成物。
【請求項１０】
　癌を治療するための請求項９に記載の医薬組成物および少なくとも１つの追加の薬剤を
含む製造品。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの追加の薬剤が、ＣＴＬＡ－４、ＰＤ－１、ＰＤ－Ｌ１、ＬＡＧ－
３、Ｔｉｍ－３、ＴＮＦＲＳＦ４、ＴＮＦＲＳＦ９、ＴＮＦＲＳＦ１８、ＣＤ２７、ＣＤ
３９、ＣＤ４７、ＣＤ７３もしくはＣＤ２７８を標的とする薬剤であるか、またはＡ２Ａ
受容体アンタゴニストもしくはＴＧＦ－βアンタゴニストである請求項１０に記載の製造
品。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの追加の薬剤が、Ｂ７ファミリー共刺激分子、ＴＮＦ受容体スーパ
ーファミリー共刺激分子、ワクチン組成物または化学療法剤である、請求項１０に記載の
製造品。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの追加の薬剤が、インビトロまたは対象における養子Ｔ細胞療法で
の使用のためのキメラ抗原受容体トランスフェクトＴ細胞または増殖腫瘍浸潤リンパ球を
含む、請求項１０に記載の製造品。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの追加の薬剤が、自己Ｔ細胞療法のインビトロ製造方法において用
いられる、請求項１０に記載の製造品。
【請求項１５】
　対象の腫瘍を治療する方法において使用するための組成物であって、前記方法は、腫瘍
においてＴＮＦＲＳＦ２５発現腫瘍細胞のアポトーシスを誘導するのに有効な量の前記組
成物を対象に投与することを含む、請求項９に記載の組成物。
【請求項１６】
　対象のＣＤ８＋Ｔ細胞の増殖を刺激する方法において使用するための組成物であって、
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前記方法は、治療有効量の前記組成物を対象に投与することを含む、請求項９に記載の組
成物。
【請求項１７】
　ＣＤ８＋Ｔ細胞の増殖が、抗原特異的ＣＤ８＋Ｔ細胞のフローサイトメトリー分析によ
り測定されるように、投与前の増殖のベースラインレベルと比較して少なくとも約２０％
増加する、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　治療有効量の前記組成物を対象に投与することにより、対象の免疫応答を誘導するため
の、請求項９に記載の組成物。
【請求項１９】
　治療有効量の前記組成物を対象に投与することにより、対象のＣＤ４＋ＦｏｘＰ３＋制
御性Ｔ細胞の増殖を刺激するための、請求項９に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記重鎖可変領域は、配列番号５と９５％同一性を有するアミノ酸を含む、請求項１～
７のいずれか一項に記載の抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項２１】
　前記軽鎖可変領域は、配列番号６と９５％同一性を有するアミノ酸を含む、請求項１～
７のいずれか一項に記載の抗体または抗原結合フラグメント。
【請求項２２】
　前記重鎖可変領域は、配列番号５と９５％同一性を有するアミノ酸を含む、請求項１５
～１９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記軽鎖可変領域は、配列番号６と９５％同一性を有するアミノ酸を含む、請求項１５
～１９のいずれか一項に記載の組成物。
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